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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の階層を支援する映像のデコーディング方法において、
　階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる参照階層に対する情報
を受信する段階と、
　前記参照階層に対する情報に基づいて前記現在ピクチャのデコーディングに用いられる
有効な参照階層ピクチャの個数を誘導する段階と、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数に基づいて階層間予測を行う段階とを含むことを特
徴とする方法。
【請求項２】
　前記現在ピクチャに属する全てのスライスの前記有効な参照階層ピクチャの個数は同一
であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０の場合、前記有効
な参照階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記現在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に用いられ得る参照階層ピ
クチャの個数が０である場合、前記有効な参照階層ピクチャの個数は、０に誘導されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の映像復号化方法。
【請求項５】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０でない場合、かつ
、前記現在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に用いられ得る参照階層ピ
クチャの個数が０でない場合、かつ、前記現在階層の全ての直接参照階層に属する直接参
照階層ピクチャのうち、各階層の最大時間サブ階層情報と各階層で階層間予測を許容する
時間的サブ階層の最大許容値に対する情報によって特定される階層間予測に用いられ得る
参照階層ピクチャが、現在ピクチャと同一のアクセスユニットに存在し、現在ピクチャの
階層間参照ピクチャセットに含まれる場合、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数は、前記参照階層ピクチャの個数に誘導されること
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を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記参照階層ピクチャの個数は、前記現在階層が直接参照している参照階層の個数を指
示する情報、各階層の前記最大時間的サブ階層情報、各階層で階層間予測を許容する時間
的サブ階層の最大許容値に対する前記情報、現在ピクチャの時間的識別子に基づいて誘導
され、
　前記参照階層の前記最大時間的サブ階層情報が現在ピクチャの前記時間的識別子より大
きいか同一であり、かつ、前記現在階層に対する前記参照階層内で階層間予測を許容する
時間的サブ階層の最大許容値に対する情報が前記現在ピクチャの時間的識別子より大きい
か、あるいは前記現在ピクチャの前記時間的識別子が０のいずれかである場合、前記現在
ピクチャが属している前記現在階層の前記直接参照階層内の前記ピクチャのうち、参照階
層内のピクチャは、階層間予測のために前記現在ピクチャのデコーディングに用いられ得
る参照階層ピクチャとみなされることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記現在ピクチャのデコーディングに階層間予測が用いられない場合、前記有効な参照
階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　最大一つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチャのための階層間予
測のために用いられるか、あるいは前記現在ピクチャが属している階層の直接参照階層の
個数が１である場合、前記有効な参照階層ピクチャの個数は１に誘導されることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記参照階層に対する情報が、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用
いられるピクチャの個数を示す個数情報を含む場合、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数は、前記個数情報に特定される値に誘導されること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　複数の階層を支援する映像のデコーディング装置において、
　階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる参照階層に対する情報
を受信し、前記参照階層に対する前記情報に基づいて、前記現在ピクチャのデコーディン
グに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数を誘導し、前記有効な参照階層ピクチャの
個数に基づいて階層間予測を行うデコーディング部を含むことを特徴とする装置。
【請求項１１】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０である場合、前記
有効な参照階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴とする請求項１０に記載の装
置。
【請求項１２】
　前記現在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に用いられ得る参照ピクチ
ャの個数が０の場合、前記有効な参照階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴と
する請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０でない場合、かつ
、前記現在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に用いられ得る参照階層ピ
クチャの個数が０でない場合、かつ前記現在階層の全ての直接的な参照階層に属する直接
参照階層ピクチャのうち、各階層の最大時間サブ階層情報と各階層で階層間予測を許容す
る時間的サブ階層の最大許容値に対する情報によって特定される階層間予測に用いられ得
る参照階層ピクチャが、現在ピクチャと同一のアクセスユニットに存在し、現在ピクチャ
の階層間参照ピクチャセットに含まれる場合、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数は、前記参照階層ピクチャの個数に誘導されること
を特徴とする請求項１０に記載の装置。



(3) JP 2017-508417 A5 2018.2.1

【請求項１４】
　前記現在ピクチャのデコーディングに階層間予測が用いられない場合、前記有効な参照
階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　最大一つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチャのための階層間予
測のために用いられる場合、あるいは、前記現在ピクチャが属している階層の直接参照階
層の個数が１である場合、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数は１に誘導されることを特徴とする請求項１０に記
載の装置。
【請求項１６】
　複数の階層を支援する映像の符号化方法において、前記方法は、
　階層間予測のために現在ピクチャの符号化に用いられる参照階層に対する情報を決定す
る段階と、
　前記参照階層に対する情報に基づいて前記現在ピクチャの符号化に用いられる有効な参
照階層ピクチャの個数を誘導する段階と、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数に基づいて階層間予測を行う段階とを含むことを特
徴とする方法。
【請求項１７】
　複数の階層を支援する映像の符号化装置において、前記装置は、
　階層間予測のために現在ピクチャの符号化に用いられる参照階層に対する情報を決定し
、前記参照階層に対する前記情報に基づいて、前記現在ピクチャの符号化に用いられる有
効な参照階層ピクチャの個数を誘導し、前記有効な参照階層ピクチャの個数に基づいて階
層間予測を行う符号化部を含むことを特徴とする装置。
【請求項１８】
　複数の階層を支援する映像の符号化方法により生成されるビットストリームを格納する
コンピュータが読み取り可能な媒体において、前記方法は、
　階層間予測のために現在ピクチャの符号化に用いられる参照階層に対する情報を決定す
る段階と、
　前記参照階層に対する情報に基づいて前記現在ピクチャの符号化に用いられる有効な参
照階層ピクチャの個数を誘導する段階と、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数に基づいて階層間予測を行う段階とを含むことを特
徴とする媒体。


	header
	written-amendment

